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車載機器の開発を強力にサポート車載機器の開発を強力にサポート車載機器の開発を強力にサポート

PCと複数同時接続、リアルタイム通信解析が可能
SDカードへの単体ロギングにも対応の通信データロガー
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CAN/CAN FDとLINの一般的な通信速度がプリセットされており、それ
以外の速度でも任意の速度を自由に設定可能。CAN/CAN FDはビット
サンプリングタイミングの微調整も可能です。

任意の通信速度で解析が可能

Wi-FiでLE-270GF/AFにアクセスし、SDカードに記録されている通信ロ
グファイルを取り出す機能を搭載。通信計測を継続しながら必要な時だけ
ログデータを確認するような使い方も可能です。

ロギング中もログデータ確認が可能

シミュレーション機能を利用することで、LE-270GF/AFがCANやLINの
ノードとなって、事前に登録したデータフレームやリモートフレームを送信
することが可能です。通信の計測を継続しながら、本機のCH1
（CAN1/LIN1）からシミュレーションデータテーブルにあらかじめ設定し
たデータを出力することができ、開発における動作確認に役立ちます。

事前に登録したデータを送信可能

通信ログファイルは、指定したファイルサイズとファイル数で構成されるリ
ングバッファとしてエンドレスに記録されます。もちろん、指定ファイル数を
記録した時点で測定を停止することも可能です。稀にしか発生しない原因
不明の通信障害の解明に役立ちます。

通信ログを長時間連続記録

[ 指定容量1.8Gバイト(4Mバイト×450ファイル)での記録時間の目安 ]
・125kbpsで CANの1フレーム（8バイト)が1m秒間隔で伝送される場合　　約15時間40分
・1Mbpsで CAN-FDの1フレーム（64バイト)が0.1m秒間隔で伝送される場合　　　約30分
※1フレームのデータ数によって、以下の記録エリアを消費します。
8バイト以下の通信フレーム ： 32バイト、 9～36バイトの通信フレーム ： 64バイト、

   37～64バイトの通信フレーム ： 96バイト

瞬時停電対策回路により、ＳＤカードへのデータ記録中に停電になっても
ＳＤカードのファイル破損を防ぎ、ＳＤカード内の貴重な通信ログファイル
を守ります。電力供給が不安定になることが多い車載テストでも安心して
使用できます。

突然の停電からＳＤカードをガード

大容量のデータを効率的に解析

【 CSVファイル出力例 】

【 テキストファイル出力例 】

検索機能では、通信データの内容だけで
なくトリガー一致点やタイムスタンプによ
る検索が可能です。複数の通信ログファ
イルを指定し、一括でテキスト形式や
CSV形式に変換することもできますので、
ワープロや表計算ソフトで通信データを
活用できます。

【 テキスト変換設定画面例 】

CAN/CAN FDとLINの各種エラー
を判定して記録、パソコンにエラー
マーク付きで表示が可能です。

通信エラーを確実にキャッチ
意　味

正常なフレーム
LINのSync Break エラー
LINのSync  Field エラー
LINのパリティエラー
LINのデータ長エラー
LINのレスポンスにデータが1バイトもない時
CANのCRCエラー/LINのチェックサムエラー
CANのACKエラー

CANのフォームエラー
CANのエラーフレーム

ST

－20～+55℃で利用可能な手のひらサイズの本
体は、車両の狭い実験スペースにも設置可能。
DC12V電源入力時の消費電流は約120mA※と低
電力設計です。防塵カバーを閉め、DCケーブルとオ
プションの防滴DSUBケーブルを接続した状態では、
粉塵や水滴付着が心配な場所でも利用できます。

過酷な車載テストに最適で堅牢な小型筐体

【 DINレール取付例 】

※LE-270AFでWi-Fi 不使用の場合

IDフィルタ機能と、強力なトリガー機能を装備。着目したいID間の通信だけ
を効率的に測定したり、エラー発生時や特定データ受信時に測定を自動停
止したり、外部トリガー信号出力やパネルLEDの点灯でエラーを通知した
りすることが可能です。

フィルタ機能とトリガー機能で効率的な解析が可能

【トリガー設定画面例 】

【 収集固定表示（ID別の指定行表示）画面例 】

１つのPCリンクソフトで複数のアナライザーを制御
複数のLE-270GF/LE-270AFを
同時にコントロールすることで、複数
地点の通信データの解析が可能。各
アナライザー分の測定ウィンドウを1
台のパソコンの画面に表示して通信
状況を確認できます。

バッテリーでバックアップされたリアルタイムクロック（RTC）を内蔵してお
り、指定時間に自動的に本機を起
動して計測を開始し、指定時間ま
での計測を終了すると自動的に
シャットダウンが可能。また、テス
ト対象機器と本機への電源供給
を連動すれば、電源がオンで自
動的に測定を始め、電源オフで
測定を終了させるような使い方
もでき、車載バッテリーの電力を
無駄に消費しません。

省電力測定が可能なスケジュール計測

【 自動ＲＵＮ/STOP設定画面例 】

【 防塵キャップを装備 】




